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今回はフレームの作り方を紹介します。フレームは、Netscape 2.0から加えられた、Netscapeの拡張機能ですが、

Internet Explorer 3.0でも採用されています。

■フレームとは？
フレームは、WWWブラウザーのウィンド

ウの中を分割し、分割したそれぞれの領域に、

異なるHTMLファイルを表示させることがで

きる機能です。

各領域は他の領域に関わりなくページを変

化させることができるので、複数のページに

共通するタイトル、ナビゲーション用ボタン、

あるいはメニューなどを固定した表示領域と

してフレームで確保しておき、メインの領域

だけを書き換えていくといった使い方がよく

されています。

■フレームで作るページの構成
フレームを使ったページは、少なくとも3つ

のHTMLファイルで構成されます。

1つは、ページの構造を記述したHTMLフ

ァイルです。これはウィンドウをどのようにフ

レームに分割し、各フレームに何を表示する

かを指定するHTMLファイルです。これ以外

のHTMLファイルは、フレーム内に表示され

るものを記述したHTMLファイルです。
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フレームを作成するためのHTMLファイル

は、次のような内容になります。

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>Title</TITLE>

</HEAD>

<FRAMESET ROWS="30,*">

<FRAME SRC="child1.html">

<FRAME SRC="child2.html">

</FRAMESET>

</HTML>

<HTML>や<HEAD>はおなじみのタグで

すが、このHTMLファイルには<BODY>があ

りません。<BODY>の代わりに<FRAME

SET>タグを使用します。<FRAMESET>タ

グで、ウィンドウをどのように分割するかと

いうことを指定します。

次の行にある<FRAME>タグによって、分

割した結果できたフレームに何を表示するか

ということを指定します。

フレームの指定は、ご覧のようにすべてタ

グの中でオプションによって行います。

■<FRAMESET>タグ
<FRAMESET>タグでは、オプションとし

てROWS、COLSを持ちます。このオプショ

ンはページを縦横どちらに分割するかを指定

するもので、ROWSであれば上下に、COLS

であれば左右に分割します。ROWSまたは

COLSのあとに、「=」に続けて各フレームの

幅を指定します。幅の指定は、ピクセル数、

ウィンドウの幅のパーセンテージ、あるいは

「*」で行います。「*」はピクセル数やパーセ

ンテージで指定した部分以外の「残り」を表

します。たとえば、

<FRAMESET ROWS="40,20%,*">

と指定すると、ウィンドウを上下3段に分割

し、いちばん上のフレームはウィンドウの上か

ら40ピクセル、真ん中はウィンドウの高さの

20%、下のフレームはその残りの部分という

ふうに分割されます（図1）。

このような指定だと、ウィンドウの大きさを

変えた場合、いちばん上のフレームの高さは

変わりませんが、下の2段はウィンドウの大き

さによって相対的に高さが変わることになり

ます。ピクセル数で指定するか、パーセンテ

ージで指定するかは、そこに表示する内容に

よって選びます。

また、「*」は2つ以上使うこともでき、そ

の場合は「残り」を「*」の数だけ等分して、

フレームが作成されます。その際、さらに「*」

の前に数字をつけて「3*」のように指定する

こともできます。たとえば、

<FRAMESET COLS="50,*,3*">

という指定をすると、いちばん上に50ピクセ

ル分のフレームを作り、残りを1対3の高さの

2つのフレームに分割することになります。

■<FRAME>タグ
<FRAME>タグでは、<FRAMESET>で作

成した各フレームに表示させる内容を指定し

ます。HTMLファイルを指定するオプション

は画像などでファイルを指定するのと同様に

SRCで行います。

フレーム間を示す線は、通常マウスでドラ

ッグして動かし、フレームの大きさをユーザー

が変更することができます。これを動かすこと

ができないようにするには、

<FRAME SRC="child1.html" NORESIZE>

というようにNORES IZE オプションを

FRAMEタグにつけます。

また、フレームの大きさがフレーム内に表示

する内容よりも小さいと、スクロールバーが横

と下に現れますが、このスクロールバーを表示

させないオプションもあります。これは

「SCROLLING」を使って、下記のように記

述します。

<FRAME SRC="child1.html" 

SCROLLING=NO>

「SCROLLING=YES」と書けば、逆にどの

ような場合でもそのフレームにスクロールバー

を表示します。

図1 FRAME SETタグのオプションでページを分割
各画面の幅は「ピクセル数」、「ウインドウの幅の
パーセンテージ」、「残り」などで指定できる

40pixel

20%

残り
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■フレームの入れ子
縦または横に分割するだけでなく、上下2

段にして下の段を左右にさらに分割するよう

なことも可能です。その場合には、

<FRAMESET>を入れ子にして記述します。

たとえば図2のようなフレームを作成したけれ

ば、

<FRAMESET ROWS="45,*">

<FRAME  SRC="child1.html" >

<FRAMESET COLS="30%,70%">

<FRAME SRC="child2.html">

<FRAME SRC="child3.html">

</FRAMESET>

</FRAMESET>

のようになります。

ここではまず上下2段に分割する指定をし、

2行めで上部のフレームに表示するHTMLフ

ァイルを指定しています。3行目で、下部の

フレームをさらに左右2つに分割するために、

<FRAMESET>タグを用いています。そして

4、5行目に、その左右のフレームに表示する

HTMLファイルを指定しています。
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図2：フレームで画面を上下、左右に分割した例
FRAME SETを入れ子にして作成する

図3：あるフレーム内のリンクをクリックした結果を別のフレームに表示する

■名前とターゲット
フレームを用いた場合、各フレームは完全

に独立して表示されるので、あるフレーム内

でトップページに戻るリンクをクリックすると、

そのフレームの中にトップページが表示され、

他のフレームは変化しません。

しかし図3の上段のフレームのように、ナビ

ゲーション専用のフレームを作成した場合など

は、それでは具合がよくありません。上部のフ

レーム内にあるボタンをクリックしたら、その

フレームにではなく、下のフレームの表示がそ

の指示に従って書き換わってほしいわけです。

あるフレーム内でリンク先をクリックした結

果が、他のフレームに表示されるようにする

には、リンクを指定する<A HREF>タグで、

表示先のフレームをターゲットとして明示し

なければなりません。

そこで、前もって表示先のフレームに名前

をつけておき、この名前でターゲットを指定

するようにします。

フレームの名前は<FRAME>タグのオプシ

ョンでつけます。

<FRAME SRC="child1.html" 

NAME="kaisetsu">

<HTML>

<HEAD><TITLE>FRAME TEST</TITLE><HEAD>

<FRAMESET ROWS="45,*">

<FRAME SRC="nav.html" SCROLLING=NO>

<FRAME NAME="kaisetsu" SRC="child1.html">

</FRAMESET>

</HTML>

ナビゲーション用のフレーム

表示先のフレームに名前をつける

<HTML>

<HEAD><TITLE>FRAME TEST</TITLE><HEAD>

<BODY>

<H3>

<A HREF="child1.html"

TARGET="kaisetsu">Child1</A>

<A HREF="child2.html"

TARGET="kaisetsu">Child2</A>

</H3>

</BODY>

</HTML>

ターゲットの指定

ターゲットの指定
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図4・5：フレームを効果的に使っているホームページの例

こうして名前がつけられたたフレームに、別

のフレームでリンクボタンをクリックした結果

を表示させるには、

<A HREF="setsumei.html" 

TARGET="kaisetsu">

のように書きます。

また、フレーム内からリンク先をクリックし

た結果を、フレームをなくしたウインドウに

表示させたい場合があります。たとえばトッ

プページに戻るような場合、トップページが

フレームの中に表示されるのでは困ってしま

います。そのような場合には、ターゲットと

して"_top"と記述します。

<A HREF="index.html" TARGET="_top">

別のターゲットを指定するもう1つの方法に、

"_blank"があります。これは特にフレームを使

っていなくても便利な機能です。この指定を

すると、今開いているウィンドウのほかに、新

しいウィンドウをもう1つ別に開いて、そちら

にリンク先のページを表示します。リンク先に

飛んだあと、また再び元のページに必ず戻って

きてほしいような場合に、とても有効です。

■フレームを認識しないブラウザ
ーのために
ところで、以上で書いてきたフレームの指

定は、すべてタグによって書かれています。

認識できないタグは無視をするというのが

WWWブラウザーのきまりですから、もしフレ

ームの機能をもたないブラウザーでこのHTML

ファイルを表示しようとした場合、空白のペ

ージが表示されてしまうことになります。

それでは都合が悪いので、フレームを認識

しないブラウザーを使っているユーザーがこの

ページに来たときに表示する内容を用意しな

ければなりません。そのためのタグが

<NOFRAMES>～</NOFRAMES>です。

<NOFRAMES>タグ自体は、フレームを認識

しないブラウザーでは無視しますが、それで囲

われた部分はタグではありませんので表示され

ます。一方、フレームに対応しているブラウ

ザーでは、<NOFRAMES>で囲われた部分の

内容は無視するようになっています。

<NOFRAMES>を使ったHTMLは、下記

のようになります。

<HTML>

<HEAD>

<TITLE>Title</TITLE>

</HEAD>

<FRAMESET ROWS=30,*>

<FRAME SRC="child1.html">

<FRAME SRC="child2.html">

</FRAMESET>

<NOFRAMES>

<BODY>

このページはフレーム対応のブラウザーでご覧

ください。

</BODY>

</NOFRAMES>

</HTML>

ここでは、フレーム非対応のブラウザーで見

た場合、「フレーム対応のブラウザーでご覧く

ださい。」という文章だけが表示されることに

なります。しかし実際には、このような文章

だけを表示するのは不親切です。できるだけフ

レームを使ったときと同じ内容（見え方やユ

ーザーインターフェイスだけが違う）が表示さ

れるように、従来のフレームを使わないやり方

できちんと記述したほうがよいでしょう。
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